
収蔵品展　清川泰次記念ギャラリー

平成26年度　第「期　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会期:2014年4月5日(火)-7月27日(日)

滞l順次-かたちの変速　　　器霊蒜

本屋では、溝川泰次の初期の写実的な表現

の作品から、晩年の幾何学的なかたちで構

成された作品まで、溝川泰次のかたちに対

する捉え方の変遷を紹介した。

大学生時代、写真部に所属していた清川

泰次が、本格的に絵を描くようになったの

は、二科会に所属していた織田廣書との出

会いであった。織田の絵画へ取り組む真撃

な姿勢に感動した清川は、画家として生きて

いく事を決意。人物や静物などが描かれた

具象的な作品を発表し、 1947年、二科展に

初入選した。しかし、戦後、清川泰次は従前

的な具象的表現に対して疑問を持ち始める

ようになり、1951年、当時、抽象絵画の潮流

の中心であったアメリカへ渡った。 3年後に

帰国すると精力的に作品を発表した。それ

らの作品からは、次第に具体的なイメージが

消え、抽象的な表現へと変化していった。そ

して晩年の作品は幾何学的な形体によって

構成されていくようになる。本屋では、清川

泰次のこうした変遷が辿れるように、絵画作

品28点にスケッチやデッサンなどを加えて展

示した。また、小展示室では、清川が大学生

時代に撮影した写真も併せて紹介した。

出品目録

溝川泰次

3　(横顔)　　　　　　　　　　　　　1947　　　板、油彩

6　(横臥)　　　　　　　　　　　　1950頃　　板、油彩

7　(4人)　　　　　　　　　　　　　1950頃　　板、油彩

8　(静物・パイプと灰皿)　　　　　　1950頃　　板、油彩

スケッチ類(1948年頃)4点、裸婦デッサン(1956年) 1点

〈小展示室〉

資料　白黒写真15点　撮影:清川泰次　昭和10年代
*展示写真は溝川泰次のネガをもとにデジタル化しリプリントした。

スケッチ3点1950年頃



平成26年度　第2期　　　　　　　　　　　　　　　会期:2014年8月9日(土手12月7日(日)

清川泰次一色との対話　　　　器莞霊

清川泰次(1919-2000)は、戦後、本格的に

絵を描き始めるようになり、抽象表現主義が

台頭していたアメリカへ1951年から3年間、

そして再び1963年から3年間にわたって滞

在し、絵の制作に励んだ。そして制作の根

拠を、人物や風景といった具体的な事物で

ある「もの」からではない、自由な表現を求

め、生涯にわたり作品を制作し続けた。 「も

の」からできるだけ距離を置くことを意識し

た清川泰次にとって、絵画を成立させるため

に「色」は、とても重要なテーマであったとい

える。

本展では、溝川泰次の作品から「色」に注

目し、初期作品から晩年までの作品を紹介

した。 「色」がまだ「もの」を形成するための
一要素として役割を担っていた初期の作品。

そして「色」そのものが絵画の主役となった

1960年代の油彩作品は、一見、一色に見える

ような画面のなかにも、微妙な色やマチエー

ルの工夫をみることができる。更に、アクリル

絵具の明快な色と色の響き合いが感じられる

晩年の作品など25点の絵画作品を展示した。

小展示室では、溝川泰次が1954年頃、ヨー

ロッパを旅行した時に撮影した、当時として

はまだ珍しいカラー写真も併せて紹介した。

出品日録

清川泰次

4　谷間の街(黒とグ)-ン)　　　　　1956　　　カンヴァス、油彩

20　PaintingNo.3896

デザイン控えノート1点、ハンカチ2点

〈小展示室〉



平成26年度　第3期　　　　　　　　　　　　　　　　　会期:2014年12月20日(土)-2015年3月22日(日)

満月懐次一線をめぐって　　　　器諾崇

本屋では、溝川泰次の作品の「線」に注目し

た。清川泰次の絵画の線は、実に様々に変

化する。初期の作品に見られる、モノをかた

ちづくるための輪郭としての役割だった線

は、次第に、線、それ自体が主役となってい

く。主役となった線は、その後多種多様なバ

リエーションを展開していった。画面に塗っ

た絵の具を、鉛筆で引っ掻いた鋭い線の作

品、絵の具のチューブを絞りだした柔らかで、

立体的な線の作品など、満月「泰次は、様々な

マチエールの線に挑戦した。そして複雑に絡

んでいた線は、時に禁欲的なまでにシンプル

な線で構成された作品や、リズミカルな動き

のある線へと変化していった。本屋では、清

川泰次の初期作品から晩年までの絵画作品

26点をご紹介し、滝川泰次の作品を通じて、

豊かで、様々な可能性が拡がる線の魅力を

鑑賞者が発見するきっかけとした。

小展示室では、清川泰次が大学の写真部

に所属していた頃の、構図などにこだわって

撮影していたモノクロ写真を併せて紹介した。

出品目録

溝川泰次

4　ぺ葛ルグ)-ンの中の自由な線-57　　1957　　　カンヴァス、油彩

8　気ままな朱　　　　　　　　　　　　　1959　　　カンヴァス、油彩

22　Painting No.996　　　　　　　　1996　　カンヴァス、アクリル

スケッチ2点

〈小展示室〉


